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１． 概要  

独立行政法人宇宙航空研究開発機構（以下、「ＪＡＸＡ」という）は、平成１９

年度夏期、月周回衛星（ＳＥＬＥＮＥ）をＨ－ⅡＡロケット１３号機（Ｈ－ⅡＡ・

Ｆ１３）により打ち上げる。 

本計画書は、Ｈ－ⅡＡ・Ｆ１３の打上げからロケット第２段／ＳＥＬＥＮＥの分

離確認までを行う打上げ計画と、ＳＥＬＥＮＥの追跡管制計画とからなる。 

なお、本打上げは、三菱重工株式会社（以下、「ＭＨＩ」という）が提供する打

上げ輸送サービスにより実施し、ＪＡＸＡは打上げ安全監理に係る業務を実施する。 

（ＳＥＬＥＮＥは、SELenological and ENgineering Explorerの略。） 

 

 

１．１ 打上げ実施機関及び責任者 

（１）ロケット打上げ執行 

（ア）打上げ執行機関 

ＭＨＩ 取締役社長  佃  和 夫  

        〒108-8215 東京都港区港南二丁目16番5号  

（イ）打上げ執行責任者 

    ＭＨＩ 名古屋航空宇宙システム製作所 

        技監・技師長  前 村  孝 志 

 

（２）打上げ安全監理 

（ア）打上げ安全監理機関 

       ＪＡＸＡ 理事長   立 川  敬 二 

           〒182-8522 東京都調布市深大寺東町7丁目44番1号 

（イ）打上げ安全監理責任者 

     ＪＡＸＡ 理事  河 内 山  治 朗 

 

１．２ 追跡管制実施機関及び責任者 

（１）追跡管制 

 （ア）追跡管制実施機関 

       ＪＡＸＡ 理事長   立 川  敬 二 

           〒182-8522 東京都調布市深大寺東町7丁目44番1号 

（イ）追跡管制実施責任者 

   ＪＡＸＡ 理事  井 上  一 

 

１．３ 打上げ及び追跡管制の目的 

Ｈ－ⅡＡロケットにより、月周回衛星（ＳＥＬＥＮＥ）を所定の軌道に投入し、

追跡管制を行う。 
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１．４ ロケット及びペイロードの名称及び機数 
 

・ロケット：Ｈ－ⅡＡロケット１３号機                 １機 

－固体補助ロケット２本付（Ｈ２Ａ２０２２型）  

－４ｍ径フェアリング 

・ペイロード：月周回衛星（ＳＥＬＥＮＥ）               １基 

 

 

１．５ 打上げの期間及び時間  
 
     

ロ ケ ッ ト 

機    種 

打 上 げ 

予 定 日 

打上げ予備期間 打上げ 

時刻 

海面落下時間帯 

（打上げ後） 

 

Ｈ－ⅡＡロケット 

１３号機 

(H-ⅡA・F13) 

 

 

 

 

TBD 

 

TBD 

 

TBD 

  

 

・ 固体補助ロケット 

約4～9分後 

・ 固体ロケットブースタ 

約6～9分後 

・衛星フェアリング 

約10～25分後  

・第１段 

約15～32分後 

  注:月遷移軌道への投入のため、打上げ時刻は打上げ日毎に設定する。 

 

 

１．６ 打上げ及び追跡管制施設  
 
      打上げ及び追跡管制に使用するＪＡＸＡ及び支援を受ける関係機関の施設の配

置を図－１に示す。 
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２． 打上げ計画  

 

２．１ 打上げ実施場所 
 
    （１）ＪＡＸＡの施設 

    （ア）種子島宇宙センター 

            鹿児島県熊毛郡南種子町大字茎永 

（イ）小笠原追跡所 

東京都小笠原村父島字桑ノ木山 

 

  （２）海外支援機関の施設 

ゴダードダウンレンジ局 

米国宇宙航空局（ＮＡＳＡ）ゴダードスペースフライトセンター 

     

２．２ 打上げの役割分担 

 本打上げにおけるＪＡＸＡとＭＨＩとの役割分担は下記のとおりである。 

 

（１）ＭＨＩの役割 

ＪＡＸＡからの打上げ輸送サービスの契約を受け、打上げ事業者として、ロケット打上

げを執行する。 

 

（２）ＪＡＸＡの役割 

ＳＥＬＥＮＥを開発し、ＳＥＬＥＮＥの打上げ輸送サービスをＭＨＩに委託する。打上

げに際しては、打上げ安全監理業務（地上安全確保業務、飛行安全確保業務及びＹ－０カ

ウントダウン時の総合指揮業務等）を実施する。最終的に、安全確保の観点から、ＭＨＩ

の打上げ執行可否の判断を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡＸＡ 
・ＳＥＬＥＮＥ開発 
・打上げに際しての打上

げ安全監理業務 
 

・ロケット製造 
・組立整備作業 
・発射整備作業及び打上げ 
・衛星インタフェース

ＭＨＩ 
打上げ輸送サービス契約 

打上げ輸送サービス提供 
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２．３ 打上げの実施体制 

 下図に、打上げ時の全体体制を、次頁以降、ＭＨＩの打上げ執行体制、ＪＡＸＡの打上

げ安全監理体制を示す。 

 

ＪＡＸＡ ＭＨＩ 

法定保安責任者 

打上げ安全監理責任者 

打上げチーム長 

ロケット・設備副長

打上げ執行責任者 

管理グループ 

打上げ運営副長 

ミッション・マネージャ 

追跡管制実施責任者 

飛行安全主任 

保安主任

企画管理主任 

法定保安責任者 
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打
上
げ
執
行
責
任
者
付

打
上
げ
執
行
責
任
者 ミ

ッ
シ
ョ
ン･

マ
ネ
ー
ジ
ャ

三
菱
打
上
げ
サ
ー
ビ
ス
射
場
チ
ー
ム
長

名古屋航空
宇宙システム
製作所
技監・技師長
前村 孝志

主幹
浅田 正一郎

管理グループ 安全

ロケット･設備副長 技術グループ

打上げ運営副長

後方支援グループ

企画・運営

衛星支援

広報

情報連絡

渉外

品質保証グループ

管理グループ 安全

ロケット･設備副長 技術グループ

打上げ運営副長

後方支援グループ

企画・運営

衛星支援

広報

情報連絡

渉外

品質保証グループ

ロケット組立･設備グループ

主幹
プロジェクト統括
濱 俊雅

法定保安責任者

ＭＨＩ打上げ執行体制 
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飛行安全主任

射場班

保安主任 射場安全班

企画管理主任

警備班

企画班

広報班

総務・渉外班

施設設備班

打
上
げ
安
全
監
理
責
任
者

打
上
げ
安
全
監
理
責
任
者
代
理

打
上
げ
安
全
監
理
責
任
者
付

法
定
保
安
責
任
者

理事／宇宙
基幹システム
本部長

河内山 治朗

鹿児島宇宙
センター所長

園田 昭眞

飛行安全班 

ＪＡＸＡ打上げ安全監理体制 
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２．４ ロケットの飛行計画 

 

Ｈ－ⅡＡロケット１３号機（Ｈ－ⅡＡ・Ｆ１３）は、月周回衛星（ＳＥＬＥＮＥ）

を搭載し、種子島宇宙センター大型ロケット第１射点より打上げられる。 

ロケットは、打上げ後まもなく機体のピッチ面を方位角９５．５度へ向けた後、表－

１に示す所定の飛行計画に従って太平洋上を飛行する。 

その後、固体補助ロケットを打上げ約１分３０秒後（以下、時間は打ち上げ後の時間

を示す。）に、固体ロケットブースタを打上げ約２分５秒後に、衛星フェアリングを約

４分２５秒後に順次分離し、約６分４０秒後には第１段主エンジンの燃焼を停止し、約

６分４８秒後に第１段を分離する。 

引き続いて、約６分５４秒後に第２段エンジン第１回目の燃焼を開始し、約１２分７

秒後に燃焼を停止して、近地点高度約２７８ｋｍ、遠地点高度約２９１ｋｍ、軌道傾斜

角２９．９度のパーキング軌道に投入される。 

 

その後（＊）、ロケットは慣性飛行を続け、約４０分３３秒後に第２段エンジン第２

回目の燃焼を開始し、約４４分２秒後に燃焼を停止する。 

その後、姿勢変更により機体をＳＥＬＥＮＥ分離方向へ向け、約４５分３２秒後に、

近地点高度２８１ｋｍ、遠地点高度２３２，８０５ｋｍ、軌道傾斜角２９．９度、近地

点引数２４３．６度の月遷移軌道上でＳＥＬＥＮＥを分離する。 

ロケットの飛行計画を表－１に、また飛行経路を図－２に示す。 

 

 

＊ １３号機は月遷移軌道投入ミッションであり、打上げ日により慣性飛行後の飛行 

計画が異なるため、慣性飛行期間が最長となるケースを示す。 

 

 

２．５ ロケットの主要諸元  

   ロケットの主要諸元及び形状を表－２及び図－３に示す。 

 

 

２．６ 月周回衛星（ＳＥＬＥＮＥ）の概要 
月周回衛星（以下「ＳＥＬＥＮＥ」という）は、月の起源と進化を探る「月の科学」

および、「月の利用可能性の調査」を行うため、月全域について観測データを取得す

ると共に、月周回中の姿勢制御等の技術の開発、蓄積を行うこと目的として２００７

年度にＨ－ⅡＡロケットにより打ち上げられる衛星である。 

ＳＥＬＥＮＥの主要諸元を表－３に、軌道上外観図を図－４に示す。 
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２．７ 打上げに係る安全確保 

（１）射場整備作業の安全 

    射場整備作業の安全については、打上げに関連する法令の他、宇宙開発委員会の

策定する指針及び機構の人工衛星等打上げ基準、及び種子島宇宙センターにおける

保安物等の取扱い等に係る射圏安全管理規程等の規程・規則・基準に従って所要の

措置を講ずる。 

 なお、打上げ整備作業中は、危険物等の貯蔵及び取扱場所の周辺には関係者以外

立ち入らないよう人員規制を行い、入退場管理を行う。 

 

（２）射場周辺の住民への周知 

    射場周辺の住民に対する安全確保については、地元説明会等によりロケット打上

げ計画の周知を図り、警戒区域内に立ち入らないよう協力を求める。 

 

（３）打上げ当日の警戒 

ア． Ｈ－ⅡＡロケット１３号機（Ｈ－ⅡＡ・Ｆ１３）打上げ当日は、図－５に示す区

域の警戒を行う。 

イ． 陸上における警戒については、機構が警戒区域の人員規制等を行うとともに、鹿

児島県警察本部及び種子島警察署に協力を依頼する。 

ウ． 海上における警戒については、機構が海上監視レーダによる監視及び警戒船によ

る警戒を行うとともに、第十管区海上保安本部及び鹿児島県に協力を依頼する。 

エ． 射場上空の警戒については、国土交通省大阪航空局鹿児島空港事務所及び種子島

空港出張所に協力を依頼するとともに必要な連絡を行う。 

オ． 船舶に対しては、打上げ実施当日種子島宇宙センター内２カ所に黄旗を掲げ、発

射３０分前には赤旗に変更し、発射２分前には花火１発をあげて周知する。打上げ

終了後には花火２発をあげ、赤旗を降ろす。 

 

（４）ロケットの飛行安全 

    発射後のロケットの飛行安全については、取得された各種データに基づきロケット

の飛行状態を判断し、必要がある場合には所要の措置を講ずる。 

 

 

２．８ 関係機関への打上げ情報の通報 

（１）ロケット打上げの実施の有無に係る連絡等 

ア． ロケット打上げの実施については、打上げ前々日の１５時までに決定し、別に定

める関係機関にファックス等にて連絡する。 

イ． 天候その他の理由により打上げを延期する場合は、関係機関に速やかにその旨及

び変更後の打上げ日について連絡する。 

ウ． 航空情報センター、大阪航空局鹿児島空港事務所及び種子島空港出張所、航空交

通管理センター並びに東京、福岡及び那覇の各航空交通管制部に対して、打上げの

２日前、打上げ時刻の６時間前、２時間前及び３０分前に通報するとともに打上げ

直後にも通報する。 

 

（２）船舶の航行安全のための事前通報及び打上げ情報の周知  

ア． 図－５に示す海上の警戒区域及び図－６に示す落下物の落下予想区域について、

周知を図るため水路通報が発行されるよう事前に海上保安庁海洋情報部に依頼する。 
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イ． 一般航行船舶に対しては、水路通報の他、無線航行警報及び共同通信社の船舶放

送（海上保安庁提供の航行警報）により打上げ情報の周知を図る。 

ウ． 漁船に対しては、漁業無線局からの無線通信及び共同通信社の船舶放送（海上保

安庁提供の航行警報）により打上げ情報の周知を図る。 

 

 

（３）航空機の航行安全のための事前通報及び打上げ情報の周知 

航空機の航行安全については、国土交通省からの航空路誌補足版及びノータムによる。

このため、ロケットの打上げに係る情報について、国土交通省航空局より航空路誌補足

版としてあらかじめ発せられるよう、航空法第９９条の２項及びこれに関連する規定に

基づき、事前に大阪航空局鹿児島空港事務所に依頼する。なお、ノータム発行に必要な

情報については、これに加えて航空情報センターにも通報する。 
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３ 追跡管制計画  

３．１ ＳＥＬＥＮＥの追跡管制計画 

 

３．１．１ 追跡管制実施場所 

  （１）ＪＡＸＡの施設 

   （ア）相模原キャンパス月ミッション運用解析センター 

      神奈川県相模原市由野台 

   （イ）筑波宇宙センター追跡管制棟 

      茨城県つくば市千現 

   （ウ）ＧＮ（Ｇｒｏｕｎｄ Ｎｅｔｗｏｒｋ）局 

（ⅰ）増田宇宙通信所 

       鹿児島県熊毛郡中種子町増田 

（ⅱ）勝浦宇宙通信所 

       千葉県勝浦市芳賀花立山 

（ⅲ）沖縄宇宙通信所 

沖縄県国頭郡恩納村字安富祖金良原 

（ⅳ）パース海外可搬局 

       オーストラリア パース  

    （ⅴ）サンチァゴ海外可搬局 

       チリ サンチァゴ 

    （ⅵ）マスパロマス海外可搬局 

       カナリア諸島 グラン・カナリア マスパロマス 

   （エ）臼田宇宙空間観測所（ＵＤＳＣ） 

      長野県佐久市上小田切大曲 

   （オ）内之浦宇宙空間観測所（ＵＳＣ） 

      鹿児島県肝属郡肝付町南方 

 

  （２）ＮＡＳＡの施設 

 深宇宙ネットワーク（ＤＳＮ） 

 スペイン マドリッド、米国 ゴルドストーン、オーストラリア キャンベラ 

 

 

３．１．２ 追跡管制の実施体制 

 ＳＥＬＥＮＥの射場における打上げ準備段階、打上げ段階及び初期段階の業務を追

跡管制隊により実施する。追跡管制隊の組織を次ページに示す。 

 

 

３．１．３ 追跡管制の期間 

 ＳＥＬＥＮＥの打上げ段階及び初期段階における追跡管制の期間は、打上げ後約３

ヶ月である。定常段階における追跡管制期間は、約１０ヶ月である。 
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ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ 
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３．１．４ 追跡管制作業  

ＳＥＬＥＮＥは種子島宇宙センターからＨ－ⅡＡロケット１３号機により打ち上

げられる。打上げ後、姿勢軌道制御系の自動シーケンス及び地上で予め登録された

ストアードコマンドシーケンスにより、太陽サーチ／太陽捕捉、太陽電池パドル展

開を行う。その後、地上からのコマンドにより三軸確立等を行う。 

ＳＥＬＥＮＥは地球を２周回する間に、軌道投入誤差修正マニューバ、周期調整

マニューバ等により軌道制御され、月近傍へ到達した時点で、月周回軌道投入マニ

ューバにより、長楕円の月周回軌道へ投入される。 

月周回軌道投入後、近月点におけるマニューバにより高度が下げられ、所定の高

度でリレー衛星、ＶＲＡＤ衛星が分離される。その後、主衛星は観測を行う軌道へ

投入される。 

    観測軌道投入後、テレメトリデータ取得及び必要なコマンド運用により、バス機

器及び観測機器の初期機能確認が行われる。 

 

 

３．１．５ ＳＥＬＥＮＥの飛行計画 

    ＳＥＬＥＮＥの第２段との分離から観測軌道までの飛行計画（概略計画値）を

表－４及び図－７に示す。 

 

３．１．６ 追跡管制システム 

ＳＥＬＥＮＥ追跡管制には、国内地上局（ＧＮ局、臼田宇宙空間観測所、内之浦宇

宙空間観測所）に加え、ＮＡＳＡ ＤＳＮ局が用いられる。係わる全体システムを図

－８に示す。また、追跡管制局の各段階における使用計画を表－５に示す。 
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４．打上げ結果の報告等  

（１）打上げの結果等については、文部科学省等に速やかに通知するとともに、打上げ

執行責任者、打上げ安全監理責任者等から報道関係者に発表を行う。 

（２）追跡管制の結果等については、文部科学省等に速やかに通知するとともに、追跡

管制実施責任者等から報道関係者に発表を行う。 

（３）衛星の軌道投入後、速やかに関係政府機関を通じ、国際連合宇宙空間平和利用委

員会、宇宙空間研究委員会等の国際機関に衛星に関する情報を提供する。 

（４）報道関係者に対し、安全確保に留意しつつ取材の便宜を図る。 
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ＪＡＸＡの施設 
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図－１ 打上げ及び追跡管制施設の配置図 

小笠原追跡所 

内之浦宇宙空間観測所 

相模原キャンパス 

臼田宇宙空間観測所 

DSNｷｬﾝﾍﾞﾗ 

DSNｺﾞｰﾙﾄﾞｽﾄｰﾝ

DSNﾏﾄﾞﾘｯﾄﾞ 

ＮＡＳＡの施設 

ｺﾞﾀﾞｰﾄﾞ 

DSNｺﾞｰﾙﾄﾞｽﾄｰﾝ
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表－１ ロケットの飛行計画 

 

 
 

 
 
  事     象  打上げ後経過時間 高度 慣性速度 

    時  分 秒 km km/s 

1 リフトオフ   0 0 0 0.4 

2 固体補助ロケット 点火   0 10 0 0.4 

3 固体補助ロケット  燃焼終了 1 8 19 1.1 

4 固体補助ロケット 分離   1 30 34 1.4 

5 固体ロケットブースタ  燃焼終了 1 55 53 1.7 

6 固体ロケットブースタ  分離 2 5 62 1.8 

7 衛星フェアリング分離   4 25 131 3.1 

8 第１段主エンジン燃焼停止  （MECO） 6 40 182 5.5 

9 第１段・第２段分離   6 48 187 5.5 

10 第２段エンジン第１回始動  （SEIG1） 6 54 191 5.5 

11 第２段エンジン第１回燃焼停止  （SECO1） 12 7 295 7.7 

12 第２段エンジン第２回始動  （SEIG2） 40 33 284 7.8 

13 第２段エンジン第２回燃焼停止  （SECO2） 44 2 305 10.8 

14 ＳＥＬＥＮＥ分離   45 32 391 10.7 

注) １３号機は月遷移軌道投入ミッションであり、打上げ日により SECO1～SEIG2 の慣性飛行

期間が変動することから、代表ケースとして慣性飛行期間最長ケースを示した。 
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注) １３号機は月遷移軌道投入ミッションであり、打上げ日によりSECO1～SEIG2の慣性飛行
　　 期間が変動することから、代表ケースとして慣性飛行期間最長ケースを示した。

図－２ ロケットの飛行経路 
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表－２ ロケットの主要諸元 

 

全            段 

名称 Ｈ－ⅡＡロケット１３号機 

全長（ｍ） ５３ 

全備質量（ｔ） ３２１（人工衛星の質量は含まず） 

誘導方式 慣性誘導方式 

各             段 

 第１段 
固体ロケット

ブースタ 

固体補助 

ロケット 
第２段 

衛星 

フェアリング 

全長（ｍ） 37 15 15 11 12 

外径（ｍ） 4.0 2.5 1.0 4.0 4.0 

質量（ｔ） 114 154(2 本分) 31(2 本分) 20 1.4 

推進薬質量（ｔ） 101 132(2 本分) 26(2 本分) 17 － 

推力（ｋＮ） 1,100※ 4,570※ 
1,490※ 

(最大 2本分) 
137※ － 

燃焼時間（ｓ） 390 120 60 530 － 

推進薬種類 
液体水素／ 

液体酸素 

ﾎﾟﾘﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ系 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ 

固体推進薬 

ﾎﾟﾘﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ系

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ 

固体推進薬 

液体水素／ 

液体酸素 
－ 

推進薬供給方式 ターボポンプ － － ターボポンプ － 

比推力（ｓ） 440※ 281※ 282※ 448※ － 

姿勢制御方式 
ジンバル 

補助エンジン 
可動ノズル － 

ジンバル 

ガスジェット装置 
－ 

主 要 搭 載 

電 子 装 置 

誘導制御系機器 

ﾃﾚﾒｰﾀ送信機 
－ － 

誘導制御系機器 

ﾚｰﾀﾞﾄﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞ 

ﾃﾚﾒｰﾀ送信機 

指令破壊装置 

－ 

※真空中 固体ロケットブースタは最大推力で規定 
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図－３ ロケットの形状（Ｈ２Ａ２０２２型） 

衛星フェアリング（４Ｓ型） 

第２段液体水素タンク 

第２段液体酸素タンク 

第２段エンジン（LE－５ B） 

第１段液体酸素タンク 

第１段液体水素タンク 

固体ロケットブースタ 
（ＳＲＢ－Ａ） 

固体補助ロケット 
（ＳＳＢ） 

第１段主エンジン 
（ＬＥ－７Ａ） 

SELENE 

衛星分離部 

衛星フェアリング 
１２ｍ 

全長 
５３ｍ 

第１段 
３７ｍ 

固体ロケット 
ブースタ 
１５ｍ 

第２段 
１１ｍ 
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表－３ ＳＥＬＥＮＥ衛星の主要諸元 （1/2） 

項  目 諸  元 

名称 月周回衛星（ＳＥＬＥＮＥ） 

目的 

月周回衛星（以下「SELENE」という）は、月の起源と進
化を探る「月の科学」および、「月の利用可能性の調査」
を行うため、月全域について観測データを取得すると共
に、月周回中の姿勢制御等の技術の開発、蓄積を行うこ
と目的として２００７年度にＨ－ⅡＡロケットにより打
ち上げられる衛星である。 

システム構成 

①バス機器 
通信系（COM） 
データ処理系（DH） 
電源系（EPS） 
太陽電池パドル系（SPS） 
姿勢軌道制御系（AOCS） 
推進系（UPS） 
構体系（STR） 
熱制御系（TCS） 
計装系（INT） 
モニタカメラ（CAMERA） 
リレー衛星（Rstar） 
VRAD衛星（Vstar） 
 
②観測機器 
蛍光X線分光計(XRS)  
γ線分光計(GRS) 
地形カメラ（TC） 
ﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞｬｰ（MI） 
ｽﾍﾟｸﾄﾙﾌﾟﾛﾌｧｲﾗ（SP）  
月レーダサウンダ(LRS) 
レーザ高度計(LALT) 
月磁場観測装置（LMAG） 
プラズマ観測器(PACE) 
粒子線計測器(CPS) 
プラズマイメージャ(UPI) 
ﾘﾚｰ衛星搭載対向中継器(RSAT) 
相対VLBI用電波源（VRAD） 
高精細映像取得ｼｽﾃﾑ(HDTV) 

形状 箱形 構体の大きさ4.8m×2.1m×2.1m 
ミッション期間 １年１ヶ月 

観測軌道 高度100±30kmの月周回円軌道（極軌道） 

設計寿命 ０．８以上（打上後１年１ヶ月） 

質 量 

打上げ質量：        3,020 ｋｇ 
周回衛星：        2,914 ｋｇ 
リレー衛星：       53 ｋｇ 
VRAD衛星：       53  ｋｇ 

電 力 発生電力   約3.3ｋＷ以上 (EOL)(周回衛星) 
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表－３ ＳＥＬＥＮＥ衛星の主要諸元 （2/2） 
 

ミッション機器 観測項目 

蛍光 X線分光計(XRS)
月面から放射される二次Ｘ線を観測し、月表面のアルミニウム、

シリコン、マグネシウム、鉄等の元素分布を調べる 

ガンマ線分光計 

(GRS) 

ゲルマニウム半導体検出器により、月面から放射されるγ線を

観測し、月表面の放射性元素(ｶﾘｳﾑ、ｳﾗﾝ、ﾄﾘｳﾑ等)分布を調べる

地形カメラ 

(TC) 

高分解能(10m)カメラのステレオ撮像により、地形データを取得

する 

マルチバンドイメー

ジャ(MI) 

月面からの可視近赤外光を複数の波長で観測し、地質を調べる

（空間分解能 20m） 

スペクトルプロファ

イラ(SP) 

月面からの可視近赤外光における連続スペクトルを観測し、地

質中に含まれる鉱物の組成等を調べる。 

月レーダサウンダー

(LRS) 
月面に電波を発射し、その反射により月の表層構造を調べる。

レーザ高度計(LALT) 
月面にレーザ光を発射し、その反射時間により、高度を精密に

測定する。 

月磁場観測装置 

(LMAG) 
月面および月周辺の磁気分布を観測する。 

プラズマ観測器 

(PACE) 

月周辺における、太陽風等に起因する電子及びイオンの分布を

測定する。 

粒子線計測器 

(CPS) 

月周辺における、宇宙線や太陽から放射される高エネルギー放

射線、及び月面から放射されるα線を観測する。 

プラズマイメージャ

(UPI) 

月という位置を生かし、地球の磁気圏及びプラズマ圏を広範囲

に観測する。 

リレー衛星対向中継

器(RSAT) 

月裏側を飛行中の周回衛星の電波を中継し、これを地球局でド

ップラ計測することによって周回衛星の軌道を決定する。これ

により月裏側の重力場データを取得する。 

相対 VLBI 用電波源

(VRAD) 

リレー衛星及びＶＲＡＤ衛星に搭載するＳ、Ｘ帯電波源を対象

に、相対ＶＬＢＩ観測を行い、各衛星の軌道を精密に計測する。

これにより月全体の重力場を精密に観測する。      

（VLBI： 超長基線電波干渉計。電波の経路差から電波源の位

置を正確に求める。） 

月電波科学観測(RS) 
VRAD 衛星から送信される電波の変化を測定し、希薄な月電離層

を観測する。 

高精細映像取得シス

テム(HDTV) 
地球の出等のハイビジョン撮影 
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図－４ ＳＥＬＥＮＥ軌道上外観図 
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海上警戒区域 
図－５ ロケット打上げ時の警戒区域 
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衛星フェアリング落下予想区域
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B3  ：　29°48’　Ｎ，　　137°46’　E，
C3  ：　29°25’　Ｎ，　　141°29’　E，
D3  ：　28°38’　Ｎ，　　141°24’　E，
A3～B3  ：87km  B2～C2  ：362km

第1段落下予想区域
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固体ロケットブースタ落下予想区域
A2  ：　29°46’　Ｎ，　　133°38’　E，
B2  ：　30°03’　Ｎ，　　133°41’　E，
C2  ：　29°51’　Ｎ，　　134°42’　E，
D2  ：　29°34’　Ｎ，　　134°39’　E，
A2～B2  ：32km  B2～C2  ：100km

固体補助ロケット落下予想区域
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B1  ：　30°26’　Ｎ，　　131°24’　E，
C1  ：　30°05’　Ｎ，　　133°15’　E，
D1  ：　29°54’　Ｎ，　　133°13’　E，
A1～B1  ：21km  B1～C1  ：182km
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図－６ ロケット落下物の落下予想区域
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表－４ ＳＥＬＥＮＥの飛行計画 

 

イベント  打上げ後経過時間 主局 備考 

①第２段／衛星分離 

②太陽ｻｰﾁ/太陽捕捉 

③太陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙ展開 

④三軸確立 

⑤ﾊｲｹﾞｲﾝｱﾝﾃﾅ展開 

⑥通信リンク確立 

⑦軌道投入誤差修正 

ﾏﾆｭｰﾊﾞ 

⑧周期調整ﾏﾆｭｰﾊﾞ 

⑨月周回軌道投入 

条件調整ﾏﾆｭｰﾊﾞ 

⑩月周回軌道投入 

⑪ﾘﾚｰ衛星分離 

⑫ＶＲＡＤ衛星分離 

⑬月観測軌道投入 

 約 45分 

約 50分 

約 2時間 

約 2時間５分 

約 5時間 38分 

約 6時間 55分 

約 18時間 40分 

 
約 4日 23時間 15分

約 16日 17時間 25分

 
約 19日 19時間 30分

約 24日 23時間 15分

約 30日 4時間 6分 

約 37日 8時間 56分

－ 

ＤＳＮマドリッド局 

ＤＳＮマドリッド局 

ＤＳＮマドリッド局 

ＤＳＮマドリッド局 

ＤＳＮゴールドストーン局 

臼田宇宙空間観測所 

 
勝浦宇宙通信所 

臼田宇宙空間観測所 

 
臼田宇宙空間観測所 

臼田宇宙空間観測所 

臼田宇宙空間観測所 

内之浦宇宙空間観測所 

－ 

－ 

自動シーケンス 

コマンド 

コマンド 

コマンド 

コマンド 

 
コマンド 

コマンド 

 
コマンド 

コマンド 

コマンド 

コマンド 

注）月に到達するためのＳＥＬＥＮＥの飛行経路は打上日毎に異なるため、ロケットの慣性飛行期間が

最長になるケースに対応した、代表的な飛行計画を示す。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ ＳＥＬＥＮＥの飛行計画 

打上げ 

①第２段／衛星分離

②太陽ｻｰﾁ/太陽捕捉 

③太陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙ展開

⑥通信ﾘﾝｸ確立 
⑤ﾊｲｹﾞｲﾝｱﾝﾃﾅ展開 
④三軸確立 

⑧周期調整ﾏﾆｭｰﾊﾞ 

⑨月周回軌道投入 
条件調整ﾏﾆｭｰﾊﾞ 

⑬月観測軌道投入 

⑩月周回軌道投入 

⑪リレー衛星分離 

⑫VRAD衛星分離 
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⑦軌道投入誤差 
修正ﾏﾆｭｰﾊﾞ



 

 

NASA

(DSN)
GN局 臼田宇宙空間観測所

（UDSC)

内之浦宇宙空間観測所

(USC)

S

S

X

S
S X

S

S S

月周回衛星
VRAD衛星

CMD CMD

CMD/TLM
RNG/RR

CMD/TLM
RR

CMD/TLM
RNG/RR

XS

CMD/TLM
RR

CMD/TLM
RNG/RR

CMD/TLM
RNG/RR

月ﾐｯｼｮﾝ運用解析ｾﾝﾀｰ

(相模原キャンパス）

筑波追跡管制棟

(筑波宇宙センター）

CMD/TLM

RR

RNG/RR

RNG/RR

CMD/TLM
RNG/RR

CMD/TLM

RNG/RR
CMD/TLM

リレー衛星

S

４wayドップラ

４wayドップラ

４wayドップラ ミッション
データ

ミッション
データ

(バックアップ)

 
 

図－８ ＳＥＬＥＮＥ追跡管制システム構成図 
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S：Sバンド 
X：Xバンド 
 
CMD：コマンド 
TLM：テレメトリ 
RNG：レンジング 
RR：レンジレート（2wayドップラ） 
 



 

 
表－５ ＳＥＬＥＮＥ追跡管制局の使用計画 

 
○：主に使用する  △：バックアップ 

運用フェーズ 打上げ段階 初期段階 

地上局 クリティカルフェーズ 初期機能確認フェーズ 
定常段階 

相模原キャンパス 月ミッション運用解析セン

ター（ＳＯＡＣ） 
○ ○ ○ 

○ 

筑波宇宙センター追跡管制棟（ＴＡＣＣ） ○ ○ ○ ○ 

勝浦宇宙通信所（ＫＴＵ１）  ○ ○ ○ 

増田宇宙通信所（ＭＳＤ１） ○ ○ ○ ○ 

沖縄宇宙通信所（ＯＫＮ１）  ○ ○ ○ 

パース海外可搬局（ＰＲＴ１）  ○ ○ ○ 

サンチアゴ海外可搬局（ＳＮＴ１） ○ ○ ○ ○ 

Ｇ
Ｎ 

マスパロマス海外可搬局（ＭＳＰ１）  ○ ○ ○ 

臼田宇宙空間観測所（ＵＤＳＣ）  ○ ○ ○ 

追
跡
管
制
シ
ス
テ
ム 

内之浦宇宙空間観測所（ＵＳＣ）  △ △ △ 

マドリッド局（ＤＳＳ５４，６６）  ○   

キャンベラ局（ＤＳＳ３４，４６）  ○   

深宇宙

ネット

ワーク

(DSN) ゴールドストーン局（ＤＳＳ２４，２７）  ○   

関連 

部門 
竹崎指令管制棟（射場）（ＲＣＣ） ○    
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